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１．令和２年度役員・顧問 

 

会   長   池田 一紀     （かまくらスキークラブ） 

副 会 長   恩塚 安幾      （三菱電機鎌倉スキークラブ） 

 

理 事 長   後明 正廣     （SKI TEAM CAMELLIA） 

副理事長    柴田 浩治     （三菱電機大船スキー部） 

理  事   大江山 元信    （ＪＲ大船工場スキー部） 

久保木 誠      （三菱電機鎌倉スキークラブ） 

     秋丸 幸治     （三菱プレジションスキークラブ） 

     野口 亨洋     （かまくらスキークラブ） 

     水口 武尚     （三菱電機大船スキー部） 

     赤羽根 亮子    （ジョビアルスキークラブ） 

     小島 正彦      （東レ鎌倉スキークラブ） 

     岩井 恒彦     （SKI TEAM CAMELLIA） 

     櫻井 俊輔     （チーム鉢の木） 

       吉田 俊史     （SKI TEAM CAMELLIA） 

会  計   小島 正彦      （東レ鎌倉スキークラブ） 

監   事    古谷 省吾     （ＪＲ大船工場スキー部） 

    

名誉会長   加藤 國夫     （かまくらスキークラブ） 

顧  問   岡田 幸一     （ジョビアルスキークラブ） 

小谷 誠      （ジョビアルスキークラブ） 
志賀 弘      （三菱プレジションスキークラブ） 

高橋 哲夫      （ＪＲ大船工場スキー部） 

橘 紀典   （かまくらスキークラブ） 

田中 栄      （三菱電機鎌倉スキークラブ） 

田村 篤右      （かまくらスキークラブ） 

増田 義昭      （ジョビアルスキークラブ） 

三浦 秀也   （ジョビアルスキークラブ） 

水島 三千夫    （かまくらスキークラブ） 

山本 豊      （かまくらスキークラブ） 
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２．　鎌倉スキー協会会員登録状況
　　　　　　　　　令和3年3月31日現在

クラブ名 会員 指導員 準指導員 公認パト ＳＢ指導員 認定指導員

ＪＲ東大船工場 10 1 3 2 0 0

三菱電機鎌倉 12 0 3 0 0 0

三菱プレシジョン 5 2 1 0 0 0

かまくら 23 4 8 0 0 0

三菱電機大船 6 2 0 0 0 0

ジョビアル 27 2 13 1 1 0

東レ鎌倉 4 0 2 0 0 0

CAMELLIA 9 2 1 2 0 0

チーム鉢の木 5 0 0 0 0 0

計 101 13 31 5 1 0
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令和3年3月31日現在
３．協会会員登録者数の経年変化
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４．令和２年度理事会開催報告 

 

（１） 第 1 回理事会 R2.5.11 在宅 or メール(WEB 開催) 

・ 会計監査の結果報告、活動報告会・市体協報告の資料確認、来期行事予定の確認 

・ 市体協ホームページ記載案の検討、役員改選の確認、理事会開催の確認、 

・ 県連・市体協情報共有 等 

（２） 第 2 回理事会 R2.7.22 在宅 or メール(WEB 開催) 

・ 理事会開催の確認、故田代前副会長への黙祷、県連・市体協情報共有 

・ 行事反省点と改善点の確認、役員の確認 等 

（３） 第 3 回理事会 R2.9.9 在宅(WEB 開催) 

・ 加藤前会長挨拶(書面)、役員名簿の確認、県連・市体協情報共有 

・ SAJ 会員登録（シクミネット）の確認、行事担当の確認、行事スケジュールの確認 等 

（４） 第 4 回理事会 R2.10.7 鎌倉武道館(WEB 併用) 

・ 加藤前会長挨拶、池田会長挨拶、県連登録の確認、正指導員・準指導員受験者の確認 

・ 行事担当・スケジュールの確認、第 17 回レベルアップ講習会の募集内容の確認 

・ 県連情報の共有、会員獲得への取り組みの確認、技術選挑戦の高校生への対応確認 等 

（５） 第 5 回理事会 R2.11.4 鎌倉武道館(WEB 併用) 

・ 第 17 回レベルアップ講習会 予算・募集内容・募集状況の確認 

・ 正指導員・準指導員受験者の確認、行事関連案内の確認、会員獲得施策の検討 等 

（６） 第 6 回理事会 R3.1.6 在宅(WEB 開催) 

・ 第 72 回市町村対抗スキー競技会 エントリー状況・役割分担・携行品の確認 

・ 第 23 回さよならスキー 予算・募集案内の確認 

・ 第 17 回レベルアップ講習会 概況報告 

・ 県連・市体協情報の共有、今後の予定の確認 等 

（７） 第 7 回理事会 R3.2.3 在宅(WEB 開催) 

・ 第 72 回市町村対抗スキー競技会 エントリー状況・役割分担・携行品の確認 

・ 第 23 回さよならスキー 予算・募集案内の確認 

・ 県連・市体協情報の共有、今後の予定の確認 等 

（８） 第 8 回理事会 R3.3.3 在宅(WEB 開催)  

・ 第 23 回さよならスキー 参加者状況の確認、県連・市体協情報の共有 

・ 会計関連の確認、鎌倉スキー協会 60 周年記念の検討、今後の予定の確認 等 

（９） 第 9 回理事会 R3.4.7 鎌倉武道館(WEB 併用) 

・ 第 72 回市町村対抗スキー競技会 中止報告 

・ 第 23 回さよならスキー 中止報告 

・ 令和 2 年度鎌倉スキー協会会計の確認、会計監査の確認、県連・市体協情報の共有 

・ 鎌倉スキー協会 60 周年記念の確認、今後の予定の確認 等 
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５．令和２年度行事報告 

 
（１） 第２２回さよならスキー 

・ 新型コロナウィルス感染拡大により中止 

 

（２） 第２７回鎌倉スキー協会テニス大会 

・ 新型コロナウィルス蔓延防止により中止（募集せず） 

 

（３） 第 30 回親睦ゴルフ大会 

・ 新型コロナウィルス蔓延防止により中止（募集せず） 

 

（４） 第１７回レベルアップ講習会  ★唯一の行事★ 

・ 令和２年１２月５日（土） 

・ スノーパークイエティ 

 

（５） 第３２回鎌倉スキー大会 

・ 新型コロナウィルス蔓延防止により中止（募集せず） 

 

（６） 第４１回ジュニアスキー＆第４回ファミリースキー教室 

・ 新型コロナウィルス蔓延防止により中止（募集せず） 

 

（７） 第７２回神奈川県市町村対抗スキー競技会 

・ 新型コロナウィルス感染拡大により中止 

 

（８） 第２３回さよならスキー 

・ 新型コロナウィルス感染拡大により中止 
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行 事 名   第 22 回 さよならスキー【中止報告】 
会 場   志賀高原 高天ヶ原   宿泊：高天ヶ原ホテル 
期 日   令和 2 年 4 月 3 日（金）夜～4 月 5 日（日） 
参 加 人 員   申込者数：10 名（3月 13 日時点、クラブ員 8名および一般 2名） 
役 員   小島、岩井 
会 費   参加費 30,000 円 

概 況 報 告 １． 2 月 7 日より、各クラブへの参加者募集および一般（近年参加実績

のある方）への募集を開始した。 

２． 新型コロナウイルス流行に伴う、政府によるイベント自粛要請、SAJ

および SAK 主催の全雪上行事の中止などを受けて、3月 13 日に会長

指示により本行事の中止を決定し、理事会メンバーに連絡した。 

３． 同日、一般申込者、高天ヶ原ホテルおよびユナイテッドウィングス

株式会社（バスチャーター）に中止の旨を連絡し、各クラブ申込者

についてはクラブ理事から中止の旨を連絡した。 

 

 

以上 
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行事名   第 17回レベルアップ講習会

会場   スノーパークイエティ

期日   令和2年12月 5日（土）

参加人員   3名

役員   [講師]吉田ＳＡＫ専門委員、[担当理事] 秋丸

会費   参加費 1000円 ／人（講習費）

概況報告
 今年度は、コロナ禍の開催ということもあり、安全最優先のため、宿泊での開催

を見送ることとした。日帰り開催のため、遠方での開催を断念し、移動に無理のな

い近場のスノーパークイエティを開催場所とした。

　当日の天気は、早朝より強い雨が降り続いていたが、参加者の願いが叶い、開催

時間には完全に雨が上がり、曇り時々晴れのまずまずの天気となった。

　講習会の内容は、本年度指導員研修会テーマを基本にポジショニングの確認を

行った。まずは、前後方向、シーズン初めは意識しすぎて前よりに乗り込むことが

多いためつんのめりやすい、かと言って後ろ過ぎても板を好きな方向へもっていけ

ないのでいいところを滑りながら確認。次は左右方向。回転弧や速度に合わせて重

心を左右方向へ移動してみた。斜滑降から半径の小さい弧でターンし、重心を適度

な位置にする。板を真上から乗れる位置が適度である。そして、上下方向の腰の高

さ。まずは腰を常に低く滑り腰から板の間隔を短くする。足が伸びきっていないた

め体力消耗し、体全体の体重が板に反映されず、たわませにくいことがわかる。次

に腰高で滑る、腰の高さは常に一定で滑り、ターン後半は重心移動を徐々に行いた

わませた板の力を徐々に開放していくことで板を走らせていくことができた。最後

に、体の回転。板に対する外向、内向、正対について確認した。

　本年度研修会テーマではないが、ターンするときに次のターンピーク部分をのぞ

き込むことで次のターンへの視界を広めつつ次のターンへつなげていく「ピーク

toピーク」についても最後に実施した。

　今回参加者希望者がほかに数名いたが、仕事の都合等により最終的に 3名となっ

た。コロナ禍ということもあり、開催日や開催場所が変更となり開催が危ぶまれた

が、レベルアップという意味では参加者にとって有意義な講習会となったのではな

いでしょうか。

以上
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第 11 回（通算 72回）神奈川県市町村対抗スキー競技会 開催中止 報告 

行 事 名 第 11 回（通算 72 回）神奈川県市町村対抗スキー競技会 

会 場 長野県・白馬五竜スキー場、スノーハープ 

期 日 2021 年 2月 26 日(金)～2月 28 日(日) 

参 加 人 員 7 名（選手 6 名、役員 1 名） 

役 員 団長：恩塚副会長、総監督：恩塚副会長、総務：石塚 

概 況 報 告 2021 年大会は開催中止 

開催中止に至るまでの経過、概況報告を行います。 

◇コロナ緊急事態宣言が発出されたため、理事会で協議し、鎌倉スキー協会としては

本大会への参加を辞退することとした。後日、神奈川県スキー連盟より、大会中止の

報告あり。 

 

◇経過整理 

(1)エントリ選手を選抜（鎌倉スキー大会中止のため、過去の実績で選抜） 

◇ノルディック：エントリなし。 

◇回転女子：成年 C 赤羽根、成年 A 黒川 

◇回転男子：成年 E 平原、成年 D 竹本、石塚、少年 林 

◇大回転女子：成年 C 赤羽根、成年 A 黒川 

◇大回転男子：成年 E 平原、成年 D 竹本、石塚、少年 林 

 

(2)神奈川県に緊急事態宣言発出 

◇1/7(木) 緊急事態宣言発出 

・期間  ：1/8～2/7 

◇2/2(火)期間延長 

・期間  ：1/8～3/7 

 

(3)2/3(水)理事会開催 

・本大会参加有無の決議を取り、結果辞退することとなった。 

 

(4)2/3(水)神奈川県スキー連盟に辞退を報告 

・神奈川県スキー連盟にメールにて辞退を報告 

 

(5)2/4(木)神奈川県スキー連盟より大会中止の報告 

・神奈川県スキー連盟 HPに大会中止が掲載 

 

以 上 
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行 事 名   第 23 回 さよならスキー【中止報告】 
会 場   志賀高原 高天ヶ原   宿泊：高天ヶ原ホテル 
期 日   令和 3 年 3 月 19 日（金）夜～3 月 21 日（日） 
参 加 人 員   申込者数：11 名（3月 3日時点、クラブ員 9名および一般 2名） 
役 員   小島、岩井 
会 費   参加費 16,000 円 

概 況 報 告 １． 新型コロナウイルス流行が継続していることから、三密を回避する

ために貸し切りバスの利用を取りやめ、現地集合・現地解散で実施

する企画とした。 

また、感染リスクの高い懇親会も取りやめ、安全な屋外でのスキー

中心の企画とした。 

２． 実施時期については、雪質が悪くならない時期、また共通リフト券

による滑走エリアが広い時期であることを考慮し、例年より二週間

前倒しの上記日程で企画した。 

３．  2 月 4日より、各クラブへの参加者募集、および一般（近年参加実績

のある方）への募集を開始した。 

４． しかしながら、日本政府による緊急事態宣言の解除が、一都三県に

対しては当初予定された 3 月 7 日から延長される見込みとの報道を

受けて、3 月 3 日の第 8 回理事会において宣言が延長された場合の

本行事の中止を申し合わせた。 

 3 月 5日に、菅首相により緊急事態宣言を二週間延長するとの発表が

なされたことを受けて、正式に本行事の中止を決定した。 

５．  3 月 8日までに、一般申込者および高天ヶ原ホテルに対して中止連絡

を行った。 
各クラブ申込者については、クラブ理事から連絡を行った。 

 

 

以上 
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６．協会会員の表彰・資格取得・個人及び団体活動報告

（１）表彰
功労者表彰 東レスキークラブ 小島 正彦 理事

（２）資格取得
Ｃ級検定員 合格 かまくらスキークラブ 引間 勝俊 さん
テクニカル 合格 かまくらスキークラブ タンポス 悠人 さん

（３）個人活動報告

① かまくらスキークラブ 林田 優希 選手
1/16 第79回 神奈川県スキー選手権大会 兼 第22回ジュニアスキー大会 第1戦

中学生クラス・ 女子 大回転 7位
1/19 令和2年度 神奈川県中学校スキー大会

兼 第58回 全国中学校スキー大会 神奈川県予選会
女子 大回転 7位
女子 回転 3位

1/22～24 第11回 アルペンユース競技会 群馬県大会 第1戦HEAD CUP
兼 2021 関東ユースシリーズ 第1戦 群馬大会

カテゴリー： SAJ-B(K2) 大回転 7位
カテゴリー： SAJ-B(K2) 回転 13位

2/12～14 SAJ B級公認 2020 関東ユースシリーズ 第2戦 東京大会
カテゴリー： SAJ-B(K2) 大回転 14位
カテゴリー： SAJ-B(K2) 回転 30位

3/12～13 ゴールドウィン FIS ユース ジャパンカップ 2021
カテゴリー： FIS 大回転 14位

3/25～29 JOC ジュニアオリンピックカップ 2021
全日本ジュニアスキー選手権大会 アルペン競技

カテゴリー： SAJ-A(K2) 大回転 52位
4/3～4 チャレンジカップ 第2戦 野沢大会

ポイントクラス・ 女子総合 大回転 1位
ポイントクラス・ ユースＫ２ 大回転 1位
ポイントクラス・ 女子総合 回転 3位
ポイントクラス・ ユースＫ２ 回転 2位

② 三菱電機大船スキー部　 黒川 悠文 選手
1/16 第79回 神奈川県スキー選手権大会 兼 第22回ジュニアスキー大会 第1戦

女子総合 大回転 4位
成年女子Ｂ 大回転 2位

4/3～4 チャレンジカップ 第2戦 野沢大会
ポイントクラス・ 女子総合 大回転 3位
ポイントクラス・ 成年女子Ｂ 大回転 1位

（４）団体活動報告
なし
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監 査 報 告

監事は、令和 2年 4月 1日 から令和 3年 3月 31日 までの令和 2年度にお

ける、鎌倉スキー協会に係 る行事等の運営状況及び会計の執行について、会

計簿、会計報告書等の書類を監査 したところ、良好に執行 されていると認め

られるので、ここに報告いたします。

令和、3年 4月 2′ 日

鎌倉スキー協会 監事

すふ え翌Э
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８．令和３年度役員・顧問（2021 年 4 月～2022 年 3 月） 

 

会   長   池田 一紀     （かまくらスキークラブ） 

副 会 長   恩塚 安幾      （三菱電機鎌倉スキークラブ） 

        

理 事 長   後明 正廣     （SKI TEAM CAMELLIA） 

副理事長    柴田 浩治     （三菱電機大船スキークラブ） 

理  事   大江山 元信    （ＪＲ大船工場スキー部） 

     久保木 誠      （三菱電機鎌倉スキークラブ） 

     秋丸 幸治     （三菱プレジションスキークラブ） 

     野口 享洋     （かまくらスキークラブ） 

     水口 武尚     （三菱電機大船スキークラブ） 

     赤羽根 亮子    （ジョビアルスキークラブ） 

     小島 正彦      （東レ鎌倉スキークラブ） 

     岩井 恒彦     （SKI TEAM CAMELLIA） 

     櫻井 俊輔     （チーム鉢の木） 

     吉田 俊史     （SKI TEAM CAMELLIA） 

会  計   小島 正彦      （東レ鎌倉スキークラブ） 

監   事    古谷 省吾     （ＪＲ大船工場スキー部） 

 

名誉会長   加藤 國夫     （かまくらスキークラブ） 

顧  問   岡田 幸一     （ジョビアルスキークラブ） 

小谷 誠      （ジョビアルスキークラブ） 
志賀 弘      （三菱プレジションスキークラブ） 

高橋 哲夫      （ＪＲ大船工場スキー部） 

橘 紀典   （かまくらスキークラブ） 

田中 栄      （三菱電機鎌倉スキークラブ） 

田村 篤右      （かまくらスキークラブ） 

増田 義昭      （ジョビアルスキークラブ） 

三浦 秀也   （ジョビアルスキークラブ） 

水島 三千夫    （かまくらスキークラブ） 

山本 豊      （かまくらスキークラブ） 

 

      

 

 

12



 

鎌倉スキー協会 令和３年度（2021 年 4 月～2022 年 3 月） 活動計画 

 
行事予定表 

行 事 名 日  程 会  場 
募 集 
人 員 

(1) 第 28 回親睦テニス大会 R3.9.12（日） 東レテニスコート ２０ 

(2) 第 31 回親睦ゴルフ大会 R3.10.後半～11.前半（日） 富士箱根ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 多数 

(3) 第 18 回レベルアップ講習会 
※参加人数により開催を判断 

R3.12.4（土）～5（日） 丸沼高原 １０ 

(4) 第 33 回鎌倉スキー大会 R4.1.15（土）大会 白馬五竜スキー場 ３５ 

(5) 第 42 回ジュニアスキー教室 
＆第 5 回ファミリースキー教室 

R4.1.22（土） 
カムイみさか 

スキー場 
多数 

(6) 第 5 回平日シニアスキー （※休止）     － － 

(7) 第 13 回ゆったりスキー （※休止）     － － 

(8) 第 73 回市町村対抗スキー 
競技会 

R4.2.25（金）～27（日） 白馬五竜スキー場 
公募・ 

希望者 

(9) 第 24 回さよならスキー  R4.3.18（金）～20（日） 志賀高原スキー場 ３５ 

（注）行事予定表(案)は、都合により行事開催の有無及び日程変更など行われることがあります。 
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鎌倉スキー協会規約 

 

（名称） 

第1条 本協会は鎌倉スキー協会と称する。 

 

（組織） 

第2条 本協会は、スキー（スノーボードを含む、以下同じ）愛好者団体（以下所属団体

という）をもって組織し、（公財）神奈川県スキー連盟、鎌倉市体育協会に加

盟する。 

 

（目的） 

第3条 本協会はスキーの健全なる普及発展、また所属団体及びその会員相互の親睦を図

ることを目的とする。 

 

（事業） 

第4条 本協会は前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 （１）スキーの普及及び向上を図るための事業 

 （２）各団体の発展と相互の融和を図る 

 （３）スキー競技大会の開催及び参加 

 （４）その他目的を達成するために必要な事業 

 

（役員・名誉会長・顧問） 

第5条 本協会に次の役員を置く。 

 （１）会 長    １ 名 

 （２）副 会 長        ２ 名 

 （３）理 事 長        １ 名 

 （４）副 理 事 長    １ 名 

 （５）理 事        若干名 

 （６）会 計        ２名以内 

 （７）監 事        １ 名 

２．名誉会長・顧問を置くことができる。 

  （１）名 誉 会 長        １ 名 

 （２）顧 問        若干名 

３．役員は次の資格を有する者とする。 

   役員は、本協会に加盟する所属団体の会員で、全日本スキー連盟に個人登録してい

る者とする。 

 

（役員の選任） 

第6条 役員の選任は、次の方法による。 

 （１）理事は、各所属団体から1名とし、理事事故あるときは補欠する。 

 （２）理事長、副理事長は、理事が互選する。 

 （３）会長、副会長は、理事会が選出する。 

（４）会長が適当と認める者は、理事会の承認を得て理事に選出することができる。 

（５）会計及び監事は理事会が選出し、会長が委嘱する。 

（６）監事は、監事を除く役員と兼務することができない。 

（７）名誉会長及び顧問は、理事会の推薦で会長が委嘱する。 

２ 理事が理事及び会計を除く役員に選出されたときは、その所属団体は別に１名の理

事を選出するものとする。ただし、別に理事を選出することができない所属団体に

おいては、理事会の議決により、この限りでないこととする。 

３ 役員として不適切な行為が認められるときは理事会の議決を持って解任することができる。 

 

（役員・顧問の義務） 

第7条 役員の職務は、次のとおりである。 



 （１）会長は本協会を代表し、会務を総括する。 

 （２）副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代理する。 

 （３）理事長は理事会を統括し、事業を執行する。 

 （４）副理事長は理事長を補佐し、理事長事故あるときはその職務を代理する。 

 （５）会計は会長の命を受け、会計を把握し、監事は会計を監査する。 

 （６）顧問は会長の諮問に応ずる。 

 

（役員の任期） 

第8条 役員の任期は２年とし、再任を妨げない。 

２ 役員は任期満了しても後任者が就任するまでは、なお、その職務を行う。 

３ 補欠された役員の任期は前任者の残任期間とし、増員による役員の任期は現任者の

  残任期間とする。 

 

（理事会） 

第9条 本協会に理事会を設ける。 

２ 理事会は必要に応じて会長が招集する。 

３ 理事会は監事を除く役員で構成する。 

 

（理事会の議決） 

第10条 理事会は協会の最高議決機関とする。 

２ 理事会は理事の３分の２以上を以て成立し、議事は出席者の過半数を以て決する。

  

（会計年度） 

第11条 本協会の会計年度は毎年４月１日より翌年３月３１日までとする。 

 

（収入） 

第12条 本協会の経費は所属団体の負担金・登録料、助成金、寄付金、その他の収入を以

て充てる。 

 

（規則の補足と規約・規則の改廃） 

第13条 規約の他に、規約を補足するため、規則を設けることができる。 

２ 規約・規則の改廃は、理事会の決議によらなければならない。 

 

（加盟の方法） 

第14条 本協会に加盟するには、所属団体が入会金及び会費をそえて申し込み、理事会の

承認を得る。  

 

（脱退） 

第15条 本協会を脱退する場合は、その旨を会長に申し出て、理事会の承認を得る。 

 

（除名） 

第16条 所属団体が本協会の規約に違反したとき、または不適切な行為を行ったと認めた

ときは理事会の議決を持って、除名することができる。 

 

（負担金・入会金） 

第17条 所属団体は、毎年度負担金を納入しなければならない。 

２ 本協会の負担金、入会金等は理事会においてこれを定める。 

 

（補則） 

第18条 この規約は、昭和３７年１１月１日から施行する。 

２  この規約は、昭和５６年４月１日から施行する。（副理事長を設置、他） 

３ この規約は、平成 ８年５月１日から施行する。（名誉会長を設置、他） 

４ この規約は、平成２６年４月１日から施行する。（名称、組織、目的等変更、他）

５ この規約は、平成３０年４月２５日から施行する。（役員、役員の選任の変更） 



６ この規約は、平成３０年９月１２日から施行する。（会計年度の変更） 

７ 平成３１年度協会会計年度については平成３０年５月１日から平成３１年３月３１

日までとする。（会計年度の補足） 

８ 平成３１年４月１日から令和２年３月３１日までを令和元年度と称する。（元号改

正に伴う変更） 

 




